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Philosophy of Mind. 











能主義と心的因果(第 5, 6, 7 章)に重点を置いて紹介する。 
 
1. 本書の具体的構成 
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 まず物理的出来事の因果関係である。ある物体 A があり、それと本質的な特徴を同じく
する物体 B がある。A は C に物理変化をもたらすが、B はもたらさない。このとき、A と
C はある関係 R（ペアリング関係）にあるが、B と C はその関係にないと考えると、何が
基盤となって、この関係を成り立たしめているのかという問題が発生する。これがペアリ
ング問題である。この基盤を Kim はそれぞれの物体の空間的関係でありそれ以外は思いつ












 キムは行動を(ⅰ)「心理学的反応と応答」（ex. 血圧の上昇）、(ⅱ)「身体の動き」（ex. 窓
を開けること）、(ⅲ)「身体の動きを含む行動」（ex. 書類にサインをすること）、(ⅳ)「身体
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うか。このような反論によってタイプ物理主義も引退に追い込まれる。 









































理論」を考える。ここで x は心を持つ対象である。 
 
(T) いかなる x にとっても、x が細胞にダメージを負い
、、、、、、、、、、
、かつ普通に気づくような状態で
あるならば x は痛みを持つ。そして、もし x が起きている
、、、、、
ならば、x は普通に気づくよう































































































N が痛みを引き起こすとする。このとき、なぜ N はかゆみやくすぐったさではなく痛みを







 第 9章では、心的内容（mental content）が取り上げられる。私たちの「志向的状態（intentional 
state）」は「内容（content）」（ex. 今日は寒いということ、明日はもっと暖かいということ etc.）
とそれへの「態度（attitude）」（ex. ～と信じる、～と疑う etc.）からなる。心的内容はある
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て「解釈理論（interpretation theory）」、「情報意味論（information semantics）」、「目的論的ア
プローチ（teleological approach）」、「内容外在主義（content externalism）」が検討される。 












とっても、それぞれのトピックの確認とそれぞれの章末に付された Further Readings からの
更なる研究に進んでいくことができるという点で有益な書であると思う。 
 しかし、私は本書の結論には納得していない。というのは、クオリアの質的特徴なるも
のについて、私たちがその本質的なところにはまだ議論が届いていないため説明できない
というだけで、物理主義の限界を象徴しているとは私には思えないからである。それは、
現代の心の哲学全体の問題であると私は考える。そもそも、クオリアとは極度に私秘的な
ものであるため、Kim の考えているクオリアと私が考えているクオリアといったものが共
通点をもっている保証はないのである。クオリアはしばしば物理主義への反論に使われる
が、それを使う者たちはそのクオリアなるものが存在（あるいは例化）されているという
ことをきちんと言うことができるのであろうか。このような点を踏まえると、物理主義の
限界を見定めるのはまだまだ早いと私は考える。 
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